
(57)【要約】

　　【課題】

　シェードのスムーズな動き、ならびに意匠性を確保で

きるサンシェード装置を提供すること。

　　【解決手段】

　天井部材３の開口３ａを開放すべく筒状に巻き取られ

ると共に、開口３ａを閉鎖すべく巻き取り力に抗して平

面状に伸ばされるシェード部材５と、シェード部材５に

おける車幅方向の端部に設けられるシュー部材５２と、

車幅方向に対向する対向壁部４１、４２を有し、対向壁

部４１、４２間にてシュー部材５２を車両前後方向に移

動自在に支持するレール部材４と、シュー部材５２に設

けられ、対向壁部４１と車幅方向に圧接し、レール部材

４に対するシュー部材５２の位置を保持する保持部５５

と、シュー部材５２に設けられ、対向壁部４１、４２間

に嵌合され、対向壁部４１を隔てて保持部５５と対向す

ると共に、車両前後方向に関して対向壁部４２と摺接す

る嵌合部５４と、をサンシェード装置１が備える構成と

したこと。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 車 両 の ル ー フ パ ネ ル の 下 方 に 位 置 す る 天 井 部 材 の 開 口 を 開 閉 す る た め の サ ン シ ェ ー ド 装
置 で あ っ て 、
　 前 記 開 口 を 開 放 す べ く 筒 状 に 巻 き 取 ら れ る と 共 に 、 前 記 開 口 を 閉 鎖 す べ く 巻 き 取 り 力 に
抗 し て 平 面 状 に 伸 ば さ れ る シ ェ ー ド 部 材 と 、
　 該 シ ェ ー ド 部 材 に お け る 車 幅 方 向 の 各 端 部 に 設 け ら れ る シ ュ ー 部 材 と 、
　 前 記 車 幅 方 向 に 対 向 す る 対 向 壁 部 を 有 し 、 該 対 向 壁 部 間 に て 前 記 シ ュ ー 部 材 を 車 両 前 後
方 向 に 移 動 自 在 に 支 持 す る レ ー ル 部 材 と 、
　 前 記 シ ュ ー 部 材 に 設 け ら れ 、 弾 性 力 に よ っ て 一 方 の 前 記 対 向 壁 部 と 前 記 車 幅 方 向 に 圧 接
し 、 前 記 レ ー ル 部 材 に 対 す る 前 記 シ ュ ー 部 材 の 位 置 を 前 記 巻 き 取 り 力 に 抗 し て 保 持 す る 保
持 部 と 、
　 前 記 シ ュ ー 部 材 に 設 け ら れ 、 前 記 対 向 壁 部 間 に 嵌 合 さ れ 、 一 方 の 前 記 対 向 壁 部 を 隔 て て
前 記 保 持 部 と 対 向 す る と 共 に 、 前 記 車 両 前 後 方 向 に 関 し て 他 方 の 前 記 対 向 壁 部 と 摺 接 す る
嵌 合 部 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る サ ン シ ェ ー ド 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 シ ュ ー 部 材 の 嵌 合 部 は 、 少 な く と も 前 記 車 両 前 後 方 向 の 各 端 部 に て 前 記 対 向 壁 部 と
摺 接 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の サ ン シ ェ ー ド 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 自 動 車 の ル ー フ 等 に 設 け ら れ る サ ン シ ェ ー ド 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 公 知 の サ ン シ ェ ー ド 装 置 が 、 後 述 の 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 。 こ の 装 置 は 、 布 な ど
で 出 来 た シ ェ ー ド と 、 シ ェ ー ド に お け る 幅 方 向 端 部 に 設 け ら れ る 連 結 ピ ン と 、 シ ェ ー ド の
幅 方 向 に 対 向 す る 外 壁 ・ 内 壁 を 有 し 、 こ の 外 壁 ・ 内 壁 間 に て 連 結 ピ ン を 上 下 方 向 に 移 動 自
在 に 支 持 す る レ ー ル と 、 連 結 ピ ン に 設 け ら れ 、 弾 性 力 に よ り 内 壁 と 圧 接 す る こ と で 、 レ ー
ル に 対 す る 連 結 ピ ン の 位 置 を 保 持 す る 円 板 と を 備 え て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － １ ９ ９ ９ ３ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 述 の 装 置 に お い て は 、 レ ー ル の 外 壁 と シ ェ ー ド の 連 結 ピ ン と の 間 に 隙 間 が 設 け ら れ て
い る の で 、 こ の 隙 間 の 中 で 連 結 ピ ン が シ ェ ー ド の 幅 方 向 に 動 く こ と が で き る 。 こ の た め 、
シ ェ ー ド を レ ー ル に 対 し て 動 か す 場 合 、 シ ェ ー ド の 幅 方 向 の 軸 が レ ー ル に 対 し て 傾 い て 、
レ ー ル に 対 す る シ ェ ー ド の 連 結 ピ ン の 位 置 が シ ェ ー ド の 幅 方 向 の 各 側 で 上 下 方 向 に 揃 わ な
く な り 、 シ ェ ー ド の ス ム ー ズ な 動 き が 妨 げ ら れ る 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 シ ェ ー ド は 布 な ど
の 柔 ら か い 素 材 か ら 出 来 て い る の で 、 シ ェ ー ド の 幅 方 向 の 軸 が レ ー ル に 対 し て 傾 く と 、 シ
ェ ー ド に お け る 幅 方 向 の 端 部 に シ ワ が 生 じ 、 シ ェ ー ド の 見 栄 え （ 意 匠 性 ） が 低 下 す る 可 能
性 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 よ っ て 、 本 発 明 は 上 記 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 シ ェ ー ド の ス ム ー ズ な 動
き 、 な ら び に 意 匠 性 を 確 保 で き る サ ン シ ェ ー ド 装 置 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に て 講 じ た 技 術 的 手 段 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 様 に 、
車 両 の ル ー フ パ ネ ル の 下 方 に 位 置 す る 天 井 部 材 の 開 口 を 開 閉 す る た め の サ ン シ ェ ー ド 装 置
で あ っ て 、 前 記 開 口 を 開 放 す べ く 筒 状 に 巻 き 取 ら れ る と 共 に 、 前 記 開 口 を 閉 鎖 す べ く 巻 き
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取 り 力 に 抗 し て 平 面 状 に 伸 ば さ れ る シ ェ ー ド 部 材 と 、 該 シ ェ ー ド 部 材 に お け る 車 幅 方 向 の
各 端 部 に 設 け ら れ る シ ュ ー 部 材 と 、 前 記 車 幅 方 向 に 対 向 す る 対 向 壁 部 を 有 し 、 該 対 向 壁 部
間 に て 前 記 シ ュ ー 部 材 を 車 両 前 後 方 向 に 移 動 自 在 に 支 持 す る レ ー ル 部 材 と 、 前 記 シ ュ ー 部
材 に 設 け ら れ 、 弾 性 力 に よ っ て 一 方 の 前 記 対 向 壁 部 と 前 記 車 幅 方 向 に 圧 接 し 、 前 記 レ ー ル
部 材 に 対 す る 前 記 シ ュ ー 部 材 の 位 置 を 前 記 巻 き 取 り 力 に 抗 し て 保 持 す る 保 持 部 と 、 前 記 シ
ュ ー 部 材 に 設 け ら れ 、 前 記 対 向 壁 部 間 に 嵌 合 さ れ 、 一 方 の 前 記 対 向 壁 部 を 隔 て て 前 記 保 持
部 と 対 向 す る と 共 に 、 前 記 車 両 前 後 方 向 に 関 し て 他 方 の 前 記 対 向 壁 部 と 摺 接 す る 嵌 合 部 と
、 を 備 え る 構 成 と し た こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 好 ま し く は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 様 に 、 前 記 シ ュ ー 部 材 の 嵌 合 部 は 、 少 な く と も 前 記 車 両
前 後 方 向 の 各 端 部 に て 前 記 対 向 壁 部 と 摺 接 す る と 良 い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 シ ュ ー 部 材 に は 、 レ ー ル 部 材 の 対 向 壁 間 に 嵌 合 さ れ る
嵌 合 部 が 設 け ら れ る 。 嵌 合 部 は 、 一 方 の 対 向 壁 部 を 隔 て て 保 持 部 と 対 向 す る と 共 に 、 車 両
前 後 方 向 に 関 し て 他 方 の 対 向 壁 部 と 摺 接 す る 。 以 上 の 構 造 に お い て は 、 レ ー ル 部 材 の 対 向
壁 部 と シ ュ ー 部 材 の 嵌 合 部 と の 間 に 隙 間 が 設 け ら れ な い の で 、 シ ュ ー 部 材 が レ ー ル 部 材 に
対 し て 車 幅 方 向 に 移 動 し な い 。 し た が っ て 、 シ ェ ー ド 部 材 が レ ー ル 部 材 に 対 し て 移 動 す る
際 に 、 シ ェ ー ド 部 材 に お け る 車 幅 方 向 の 軸 が レ ー ル 部 材 の 軸 に 対 し て 傾 く こ と が な く 、 レ
ー ル 部 材 に 対 す る シ ュ ー 部 材 の 位 置 が 車 幅 方 向 の 各 側 で 車 両 前 後 方 向 に 常 に 揃 う 。 こ れ に
よ り 、 シ ェ ー ド 部 材 を レ ー ル 部 材 に 対 し て 動 か す 際 の 力 の ロ ス が 減 り 、 シ ェ ー ド 部 材 の ス
ム ー ズ な 動 き が 確 保 さ れ る 。 ま た 、 シ ェ ー ド 部 材 が レ ー ル 部 材 に 対 し て 傾 か な い の で 、 シ
ェ ー ド 部 材 を レ ー ル 部 材 に 対 し て 動 か す 際 に 、 シ ェ ー ド 部 材 に お け る 車 幅 方 向 の 端 部 に シ
ワ が 生 じ な い 。 こ れ に よ り 、 シ ェ ー ド 部 材 の 見 栄 え が 低 下 す る こ と な く 、 シ ェ ー ド 部 材 の
意 匠 性 も 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 シ ュ ー 部 材 の 嵌 合 部 の う ち 、 車 両 前 後 方 向 の
各 端 部 を 除 く 部 位 は 、 必 ず し も レ ー ル 部 材 の 対 向 壁 部 と 摺 接 し な く て も 良 い 。 こ れ に よ り
、 シ ュ ー 部 材 に お け る 嵌 合 部 の 構 造 を 簡 略 化 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 、 図 面 を 基 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る サ ン シ ェ ー ド 装 置 １ が 設 け ら れ る 自 動 車 の ル ー フ ２ の 斜 視 図 で あ
る 。 ル ー フ ２ を 形 成 す る ル ー フ パ ネ ル ２ ａ に は 、 ガ ラ ス パ ネ ル ２ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 ガ
ラ ス パ ネ ル ２ ｂ は 、 ル ー フ パ ネ ル ２ ａ に 固 定 さ れ る 固 定 式 、 あ る い は 、 ル ー フ パ ネ ル ２ ａ
に 対 し て 動 く 可 動 式 の 何 れ の 構 造 で も よ い 。 ル ー フ パ ネ ル ２ ａ の 下 方 に は 、 天 井 部 材 ３ が
設 け ら れ て い る 。 天 井 部 材 ３ は 、 車 室 に お け る 天 井 の 内 装 の 一 部 を 形 成 す る も の で 、 開 口
３ ａ を 備 え て い る 。 サ ン シ ェ ー ド 装 置 １ は 、 天 井 部 材 ３ の 開 口 ３ ａ を 開 閉 す る た め の も の
で あ る 。 サ ン シ ェ ー ド 装 置 １ は 、 ル ー フ ２ の ガ ラ ス パ ネ ル ２ ｂ の 下 方 に て 、 天 井 部 材 ３ の
開 口 ３ ａ を 開 閉 す る 。 こ れ に よ り 、 ガ ラ ス パ ネ ル ２ ａ を 介 し た 車 室 内 へ の 日 射 の 射 し 込 み
が 調 節 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 サ ン シ ェ ー ド 装 置 １ は 、 レ ー ル 部 材 ４ と 、 シ ェ ー ド 部 材 ５ と 、 ロ ー ル 部 材 ６ と を 備 え て
い る 。 レ ー ル 部 材 ４ は 、 ル ー フ ２ に お け る 左 右 方 向 （ 車 幅 方 向 ） の 各 側 に 設 け ら れ る 。 レ
ー ル 部 材 ４ は 、 前 後 方 向 （ 車 両 前 後 方 向 ） に 延 在 し て い る 。 シ ェ ー ド 部 材 ５ は 、 布 な ど の
柔 ら か い 素 材 か ら 形 成 さ れ 、 シ ー ト 状 を 成 す 。 シ ェ ー ド 部 材 ５ の 前 端 に は 、 乗 員 に よ っ て
操 作 さ れ る ハ ン ド ル 部 ５ １ が 設 け ら れ て い る 。 シ ェ ー ド 部 材 ５ は 、 ハ ン ド ル 部 ５ １ に お け
る 左 右 方 向 の 端 部 に て レ ー ル 部 材 ４ と 連 結 し 、 レ ー ル 部 材 ４ に よ っ て 前 後 方 向 に 移 動 自 在
に 支 持 さ れ る 。 シ ェ ー ド 部 材 ５ の 後 端 は 、 ロ ー ル 部 材 ６ に 保 持 さ れ て い る 。 ロ ー ル 部 材 ６
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は 、 左 右 方 向 に 延 在 す る 円 筒 状 の も の で 、 レ ー ル 部 材 ４ に 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 こ
の ロ ー ル 部 材 ６ に よ っ て 、 シ ェ ー ド 部 材 ５ は 、 天 井 部 材 ３ の 開 口 ３ ａ を 開 放 す べ く 筒 状 に
巻 き 取 ら れ る と 共 に 、 天 井 部 材 ３ の 開 口 ３ ａ を 閉 鎖 す べ く 平 面 状 に 伸 ば さ れ る 。 な お 、 ロ
ー ル 部 材 ６ は 、 図 示 し な い 付 勢 手 段 （ ト ー シ ョ ン ス プ リ ン グ 等 ） の 付 勢 力 に よ り 、 シ ェ ー
ド 部 材 ５ を 巻 き 取 り 方 向 （ シ ェ ー ド 部 材 ５ が 巻 き 取 ら れ る 方 向 ） に 付 勢 し て い る 。 し た が
っ て 、 天 井 部 材 ３ の 開 口 ３ ａ が 閉 鎖 さ れ る 場 合 、 シ ェ ー ド 部 材 ５ は 、 ロ ー ル 部 材 ６ の 付 勢
力 （ 巻 き 取 り 力 ） に 抗 し て 平 面 状 に 伸 ば さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 次 に 、 レ ー ル 部 材 ４ と シ ェ ー ド 部 材 ５ と の 間 の 連 結 部 １ ０ の 構 造 に つ い て 、 図 ２ 乃 至 図
４ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ２ は 、 連 結 部 １ ０ の 構 造 を 示 す 斜 視 図 （ 図 １ に お け る Ｉ Ｉ 示 部
分 の 拡 大 図 ） 、 図 ３ は 、 連 結 部 １ ０ の 構 造 を 示 す 平 面 図 、 図 ４ は 、 図 ３ に お け る Ｉ Ｖ － Ｉ
Ｖ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 シ ェ ー ド 部 材 ５ の ハ ン ド ル 部 ５ １ に は 、 シ ュ ー 部 材 ５ ２ が 設 け ら れ て い る 。 ハ ン ド ル 部
５ １ は 、 左 右 方 向 の 各 側 に て 、 シ ュ ー 部 材 ５ ２ を 左 右 方 向 に 移 動 自 在 に 支 持 し て い る 。 シ
ュ ー 部 材 ５ ２ に は 、 ベ ー ス 部 ５ ３ と 、 嵌 合 部 ５ ４ と 、 保 持 部 ５ ５ と が 設 け ら れ て い る 。 ベ
ー ス 部 ５ ３ は 、 シ ュ ー 部 材 ５ ２ の 骨 格 を 成 す 。 ベ ー ス 部 材 ５ ３ の 下 方 に は 対 向 す る 縦 壁 ５
３ ａ が 設 け ら れ 、 対 向 す る 縦 壁 ５ ３ ａ の 間 に 溝 ５ ３ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 ハ ン ド ル 部 ５ １
に 左 右 方 向 に 延 在 し て 設 け ら れ た 突 起 ５ １ ａ が 溝 ５ ３ ｂ に 勘 合 し 、 ハ ン ド ル 部 ５ １ は シ ュ
ー 部 材 ５ ２ に 対 し て 左 右 方 向 に 移 動 自 在 に 、 且 つ 、 前 後 方 向 に 傾 く こ と が な い よ う に 支 持
さ れ て い る 。 ハ ン ド ル 部 ５ １ が シ ュ ー 部 材 ５ ２ に 対 し て 左 右 方 向 に 移 動 自 在 に 支 持 さ れ る
た め 、 ル ー フ ２ の 左 右 方 向 の 各 側 に 設 け ら れ た レ ー ル 部 材 ４ の 幅 が 、 前 後 方 向 に 変 化 す る
場 合 、 そ の 変 化 を 吸 収 で き る 。 こ れ に よ り 、 シ ェ ー ド 部 材 ５ が レ ー ル 部 材 ４ に 対 し て 傾 く
こ と を 防 止 で き る 。 シ ュ ー 部 材 ５ ２ は 、 ベ ー ス 部 ５ ３ に て 、 ハ ン ド ル 部 ５ １ に 支 持 さ れ る
。 嵌 合 部 ５ ４ は 、 ベ ー ス 部 ５ ３ と 一 体 に 設 け ら れ 、 略 ブ ロ ッ ク 状 を 成 す 。 保 持 部 ５ ５ は 、
コ イ ル ス プ リ ン グ ５ ５ ａ と 、 当 接 片 ５ ５ ｂ と か ら 成 る 。 コ イ ル ス プ リ ン グ ５ ５ ａ は 、 左 右
方 向 に 延 在 し て い る 。 コ イ ル ス プ リ ン グ ５ ５ ａ の 一 端 は 、 ベ ー ス 部 ５ ３ に 支 持 さ れ 、 コ イ
ル ス プ リ ン グ ５ ５ ａ の 他 端 は 、 当 接 片 ５ ５ ｂ に 連 結 す る 。 当 接 片 ５ ５ ｂ は 、 コ イ ル ス プ リ
ン グ ５ ５ ａ の 弾 性 力 に よ り 、 左 右 方 向 に 付 勢 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 レ ー ル 部 材 ４ は 、 対 向 壁 部 ４ １ 、 ４ ２ を 備 え て い る 。 対 向 壁 部 ４ １ は 、 対 向 壁 部 ４ ２ と
左 右 方 向 に 対 向 す る 。 シ ュ ー 部 材 ５ ２ の 嵌 合 部 ５ ４ は 、 対 向 壁 部 ４ １ 、 ４ ２ 間 に 嵌 合 さ れ
る 。 レ ー ル 部 材 ４ は 、 対 向 壁 部 ４ １ 、 ４ ２ 間 に て 、 シ ュ ー 部 材 ５ ２ の 嵌 合 部 ５ ４ を 前 後 方
向 に 移 動 自 在 に 支 持 す る 。 こ の 構 造 に お い て 、 シ ュ ー 部 材 ５ ２ の 嵌 合 部 ５ ４ は 、 対 向 壁 部
４ １ を 隔 て て 、 保 持 部 ５ ５ の 当 接 片 ５ ５ ｂ と 対 向 す る と 共 に 、 レ ー ル 部 材 ４ の 対 向 壁 部 ４
２ と 前 後 方 向 に 摺 接 す る 。 保 持 部 ５ ５ の 当 接 片 ５ ５ ｂ は 、 コ イ ル ス プ リ ン グ の 弾 性 力 に よ
っ て 、 レ ー ル 部 材 ４ の 対 向 壁 部 ４ １ に 左 右 方 向 に 圧 接 さ れ 、 当 接 片 ５ ５ ｂ と 嵌 合 部 ５ ４ の
内 面 と で 対 向 壁 部 ４ １ を 押 圧 状 態 で 挟 む こ と に よ り 摩 擦 力 に て 、 レ ー ル 部 材 ４ に 対 す る シ
ュ ー 部 材 ５ ２ （ シ ェ ー ド 部 材 ５ ） の 位 置 を 、 上 述 の ロ ー ル 部 材 ６ の 巻 き 取 り 力 に 抗 し て 保
持 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 レ ー ル 部 材 ４ に お け る 対 向 壁 部 ４ １ 、 ４ ２ 間 の 左 右 方 向 寸 法 は 、 理 想 的 に は 、 シ ュ ー 部
材 ５ ２ に お け る 嵌 合 部 ５ ４ の 左 右 方 向 寸 法 と 等 し く 設 定 さ れ る が 、 こ れ ら の 部 品 の 製 作 に
際 し て は 、 当 然 な が ら 、 寸 法 誤 差 を 避 け る こ と は で き な い 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 レ ー
ル 部 材 ４ と シ ュ ー 部 材 ５ ２ と の 間 の 左 右 方 向 の 隙 間 は 、 極 小 隙 間 （ ゼ ロ ～ ０ ． ５ ミ リ メ ー
ト ル 程 度 ） が 設 け ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 シ ュ ー 部 材 ５ ２ の 嵌 合 部 ５ ４ は 、 レ ー ル 部 材
４ の 対 向 壁 部 ４ １ と 常 時 接 触 し 、 対 向 壁 部 ４ ２ と は 接 触 又 は 極 小 隙 間 に て 配 置 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 シ ュ ー 部 材 ５ ２ の 嵌 合 部 ５ ４ の う ち 、 前 後 方 向 の 各 端 部 を 除 く 部 位 は 、 必 ず し も
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レ ー ル 部 材 ４ の 対 向 壁 部 ４ １ 、 ４ ２ と 摺 接 し な く て も 構 わ な い 。 こ れ に よ り 、 シ ュ ー 部 材
５ ２ に お け る 嵌 合 部 ５ ４ の 構 造 を 簡 略 化 で き る （ 例 え ば 、 材 料 の 節 約 、 軽 量 化 、 コ ス ト 低
減 ） 。 す な わ ち 、 シ ュ ー 部 材 ５ ２ の 嵌 合 部 ５ ４ が 対 向 壁 部 ４ １ 、 ４ ２ と 接 触 す る 面 積 を 減
ら せ ば 、 シ ェ ー ド 部 材 ５ を レ ー ル 部 材 ４ に 沿 っ て 動 か す 時 の 摩 擦 抵 抗 が 小 さ く な り 、 シ ェ
ー ド 部 材 ５ の 動 き が よ り ス ム ー ズ に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 上 説 明 し た 様 に 、 本 発 明 の サ ン シ ェ ー ド 装 置 １ に よ れ ば 、 シ ェ ー ド 部 材 ５ に 設 け ら れ
る シ ュ ー 部 材 ５ ２ に は 、 レ ー ル 部 材 ４ の 対 向 壁 ４ １ 、 ４ ２ 間 に 嵌 合 さ れ る 嵌 合 部 ５ ４ が 設
け ら れ る 。 嵌 合 部 ５ ４ は 、 対 向 壁 部 ４ １ を 隔 て て 保 持 部 ５ ５ と 対 向 す る と 共 に 、 前 後 方 向
に 関 し て 対 向 壁 部 ４ ２ と 摺 接 す る 。 こ の 構 造 に お い て は 、 レ ー ル 部 材 ４ の 対 向 壁 部 ４ １ 、
４ ２ と シ ュ ー 部 材 ５ ２ の 嵌 合 部 ５ ４ と の 間 に は 、 左 右 方 向 に 関 し て 隙 間 が 設 け ら れ な い の
で 、 シ ュ ー 部 材 ５ ２ が レ ー ル 部 材 ４ に 対 し て 左 右 方 向 に 移 動 す る こ と が な く 、 シ ュ ー 部 材
５ ２ の レ ー ル 部 材 ４ に 対 す る 左 右 方 向 へ の 移 動 が 規 制 さ れ る 。 し た が っ て 、 シ ェ ー ド 部 材
５ が レ ー ル 部 材 ４ に 対 し て 前 後 方 向 に 移 動 す る 際 に 、 シ ェ ー ド 部 材 ５ に お け る 左 右 方 向 の
軸 が レ ー ル 部 材 ４ に お け る 左 右 方 向 の 軸 に 対 し て 傾 く こ と が な く 、 レ ー ル 部 材 ４ に 対 す る
シ ュ ー 部 材 ５ ２ の 位 置 が 、 左 右 方 向 の 各 側 で 、 前 後 方 向 に 関 し て 常 に 揃 う 。 つ ま り 、 シ ェ
ー ド 部 材 ５ の 軸 と レ ー ル 部 材 ４ の 軸 （ シ ェ ー ド 部 材 ５ の 移 動 方 向 ） と が 平 行 と な る 。 そ の
結 果 、 シ ェ ー ド 部 材 ５ を レ ー ル 部 材 ４ に 沿 っ て 動 か す 時 の 力 の ロ ス が 減 り 、 シ ェ ー ド 部 材
５ の ス ム ー ズ な 動 き が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 、 シ ェ ー ド 部 材 ５ が レ ー ル 部 材 ４ に 対 し て 傾 か な い の で 、 シ ェ ー ド 部 材 ５ を レ ー
ル 部 材 ４ に 対 し て 動 か す 際 に 、 シ ェ ー ド 部 材 ５ に お け る 左 右 方 向 の 端 部 に シ ワ が 生 じ る こ
と が な い 。 こ れ に よ り 、 シ ェ ー ド 部 材 ５ の 見 栄 え が 低 下 す る こ と な く 、 シ ェ ー ド 部 材 ５ の
意 匠 性 も 確 保 さ れ る
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る サ ン シ ェ ー ド 装 置 １ が 設 け ら れ る 自 動 車 の ル ー フ ２ の 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 連 結 部 １ ０ の 構 造 を 示 す 斜 視 図 （ 図 １ に お け る Ｉ Ｉ 示 部 分 の 拡 大 図 ） 。
【 図 ３ 】 連 結 部 １ ０ の 構 造 を 示 す 平 面 図 。
【 図 ４ 】 図 ３ に お け る Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 線 に 沿 う 断 面 図 。
【 図 ５ 】 図 ３ に お け る Ｖ － Ｖ 線 に 沿 う 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
１ 　 サ ン シ ェ ー ド 装 置
２ ａ 　 ル ー フ パ ネ ル
３ 　 天 井 部 材
３ ａ 　 開 口
４ 　 レ ー ル 部 材
５ 　 シ ェ ー ド 部 材
４ １ 　 対 向 壁 部 （ 一 方 の 対 向 壁 部 ）
４ ２ 　 対 向 壁 部 （ 他 方 の 対 向 壁 部 ）
５ ２ 　 シ ュ ー 部 材
５ ４ 　 嵌 合 部
５ ５ 　 保 持 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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